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研究成果の概要（和文）：早稲田大学がアメリカ太平洋沿岸で遠征を実施した1927年から1928年には、すでに中
西部にあるアイオワ大学においてバスケットボール競技のオフェンス戦術であるバリーシステムが採用されてい
たが、この時期の太平洋岸ではバリーシステムが認知されていなかったことから、バリーシステムは1933年に
Jack Gardnerによって日本に紹介されたことが明らかになった。さらに、バリーシステムはアウトサイドスクリ
ーンの組み合わせによって構成され、ガードナーによる紹介以前にハイポストでのアウトサイドスクリーンを採
用していた日本ではバリーシステムが広く採用されたことも明らかになった。

研究成果の概要（英文）：When Waseda University toured the United States from 1927 to 1928, the Barry
 System developed by Sam Barry had already been adopted at the University of Iowa in the Midwest. 
However, as the American tour of Waseda University was centered in the Pacific Northwest where the 
Barry System was not known during this period, it is unlikely that Waseda University was responsible
 for bringing the Barry System back to Japan from their American tour. On the other hand, as Jack 
Gardner and Clarence Anderson had played the Barry System under Barry, it is possible that Gardner 
introduced the Barry System to Japan during his visit in 1933.
In the Barry System, players are positioned at the high-post and on both wings, and the ball is 
passed to any of these three players while the passer and receiver perform an outside screen. 
The outside screen that is a core element of the Barry System was already in use in Japan at the 
time, and the Barry System introduced by Gardner became widely adopted. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
バスケットボール競技の技術・戦術の視点から取り組まれた大川の一連の研究はアメリカにおける技術・戦術に
ついて分析したものである。しかしながら、これらの研究では、日本の技術・戦術については扱っていない。一
方、小谷による一連の研究は日本の戦術の変容過程に関する研究であり、アメリカの技術・戦術との関わりにつ
いては部分的な素描に終わっているといわねばならない。このように、これまでの技術・戦術史研究は日本とア
メリカの技術・戦術についてそれぞれ個別に行われてきた。本研究結果はアメリカと日本の戦術の関係性につい
て明らかにしたことから、これまで個別に行われてきた研究の間を繋ぐことができたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
① 研究の学術的背景 
 ボールゲームにおける戦術は、競技力を支配する特別な要因となっており、バスケットボール
競技においても戦術が重要な役割を果たす。近代日本のスポーツ技術の歩みをまとめた『スポー
ツの技術史』に収録されている「バスケットボールの技術史」において著者の牧山（1972）は、
日本のバスケットボール競技史における代表的な戦術のひとつとしてバリーシステムをあげて
おり、現代の戦術においても、バリーシステムに分類されるものがあるとしている。このように、
バリーシステムは、現代のバスケットボール競技において使用される戦術の原初形態のひとつ
であり、日本におけるバスケットボール競技の戦術史上、重要な戦術であるといえる。本研究は、
日本のバスケットボール競技における戦術史上重要とされるバリーシステムの導入に関する史
実を明らかにすることで、今日のバリーシステムに分類される戦術に対して鋭い感覚を持ち、今
日の戦術がどのようなものなのか、戦術についての特定の考え方、当然視している、あるいは依
存しているものは何かといったことを考える機会を得ようとするものである。 
 さて、バリーシステムの日本への導入やその実際については今のところ判然としない。日本バ
スケットボール協会の記念誌（1981）に集録されている座談会において東京帝国大学 OB の田中
秀次郎と京都帝国大学 OBの松井聰は、早稲田大学が 1927（昭和 2）年から 1928（昭和 3）年に
かけて行ったアメリカ遠征からバリーシステムを日本に持ち帰り、導入したと回顧している。し
かし、日本のバスケットボール競技について史的に研究した笈田（2003）によれば、1933（昭和
8）年にアメリカ・南カリフォルニア大学のキャプテンを務めた Jack Gardner が来日し、そこで
バリーシステムを紹介したという。しかし、笈田の研究では Jack Gardner が日本にバリーシス
テムを紹介したことに触れているのみで、その導入について詳細な分析が行われているとは言
い難い。このように、日本のバスケットボール競技史においてバリーシステムの日本への導入は
早稲田大学によるものと、Jack Gardner によるものとの 2つの説が存在している状態であり、
日本におけるバリーシステムの導入に関する研究が待たれるところである。また、バリーシステ
ムについては、及川（2009）が戦術史の視点から研究に取り組んでいる。この研究は昭和初期の
日本におけるバスケットボール競技の競技力向上過程について分析したもので、1930 年代の日
本においてバリーシステムの定着を阻害した要因として、日本人プレーヤーのドリブル技術水
準が低かったことがあったと示唆している。しかしながら、当時のバリーシステムの動きを史実
として確定した史料は雑誌に掲載された 1 つの史料のみであり、史料批判が厳密になされてい
るとは言い難い。申請者は、バリーシステムの動きに関する史料を複数有しており、さらに今後
の史料蒐集で発掘される史料をもとに史実を確定していくことで、当時のバリーシステムの動
きが明確になるものとみられる。 
 このように、バリーシステムは日本におけるバスケットボール競技の戦術史上、重要な戦術で
あるものの、日本への導入やその実際は明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、バスケットボール競技のオフェンス戦術であるバリーシステムを日本に紹介した

人物と時期を確定させたうえで、バリーシステムの実態を紐解き、バリーシステムが日本におい
て広く採用された要因を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 対象期間に発行されたバスケットボール競技の刊行物を基本史料として収集した。収集した
史料は、そのものが偽造であったり、他の史料を模造、借用したものではないかを確認する外的
批判を行い、続いて史料と史料、史料と先行研究とをつき合わせる内的批判を実施し、各史料の
史実を確定した。その後、史料批判までの過程を経て確定された個々の史実を用いて過去の出来
事とその要因を時間軸に沿って因果的に説明した。 
 
４．研究成果 
バリーシステムを考案した Sam Barry は 1922（大正 11）年よりアイオワ大学のコーチを務めて

おり、バリーシステムは 1925（大正 14）年までにアイオワ大学男子バスケットボールチームに
よって採用された。したがって、早稲田大学がアメリカ遠征を実施した 1927（昭和 2）年から
1928（昭和 3）年には、すでに中西部にあるアイオワ大学においてバリーシステムが採用されて
いたが、早稲田大学のアメリカ遠征は太平洋岸において行われており、この時期の太平洋岸では
バリーシステムが認知されていなかったことから、早稲田大学がアメリカ遠征からバリーシス
テムを持ち帰り、日本に導入したとは考えにくい。一方、Jack Gardner と Clarence Anderson
は、1929（昭和 4）年に南カリフォルニア大学のコーチとなった Sam Barry のもとでバリーシス
テムをプレーした。このことからバリーシステムの日本への紹介は 1933（昭和 8）年に来日した
Jack Gardner によるものといえよう。 
Sam Barry が考案したバリーシステムは、ハイポストと両ウィングにプレーヤーを配置し、こ

の 3 名のプレーヤーのいずれかにボールを入れて、パッサーとレシーバーによるアウトサイド
スクリーンを行うものであった。また、ウィングのプレーヤーにパスが出された場合には、パッ
サーとウィングのプレーヤーによるアウトサイドスクリーンの動きの後に、ウィングのプレー



ヤーからハイポストのプレーヤーにパスを出し、ウィングとハイポストのプレーヤーによるア
ウトサイドスクリーンが行われた。つまり、バリーシステムはアウトサイドスクリーンを連続し
て行う、オンボールスクリーンを組み合わせて構成するオフェンス戦術であった。 
1933（昭和 8）年に Jack Gardner と Clarence Andersonが来日し、講習会のなかでバリーシ

ステムを紹介した。Jack Gardner は、ボールマンとハイポストもしくはウィングのプレーヤー
によるアウトサイドスクリーンと、それに続くウィングとハイポストのプレーヤーによるアウ
トサイドスクリーンというオンボールスクリーンの組み合わせをバリーシステムの基準となる
動きとして紹介し、さらに、ディフェンスの対応に合わせて動きを変化させるオプションをいく
つか紹介した。 
バリーシステムを構成する要素のひとつであるアウトサイドスクリーンが既に採用されていた

日本において、Jack Gardner が紹介したバリーシステムは広く採用された。日本では、Jack 
Gardner がバリーシステムの基準として紹介した動きが用いられ、ディフェスの対応に合わせて
動きを変化させるオプションは行われていなかった。しかし、Jack Gardner によるバリーシス
テムの紹介は、それまでハイポストでのアウトサイドスクリーンといった単体のオンボールス
クリーンでオフェンス戦術を構成していた日本に、オンボールスクリーンを組み合わせてオフ
ェンス戦術を構成するという概念を持ち込んだといえ、その後の日本では、オンボールスクリー
ンを組み合わせて構成するオフェンス戦術であるローリングオフェンスなどが採用された。 
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